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　９月２５日（日）に大塚小学校（吾妻
町）で秋季大運動会が開催されまし
た。大塚ソーラン２０１１では、５・６年
生による勇壮な踊りで会場を沸かせ
ました。

大塚ソーラン2011

　平成２３年第３回定例会概要　　　　　　　　一般質問

　議決結果・賛否表　　　　　　　　　　　　　全国市議会議長会表彰

　意見書を国へ提出             　　　　　　　　 委員会研修報告  

　決議／議会用語の解説　　　　　　　　　　　　霧島市姉妹都市盟約締結5周年記念式典

　常任委員会報告　　　　　　　　　　　　　　会期日程（案）／編集後記
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大雨などにより被害を受けた
農地・農業用施設等の復旧をはかります
　本年６月の梅雨前線豪雨により被災した農地及び農業用施設について、
一日でも早く仕事ができるように復旧工事を行います。

●事業の内容

●今回補正額の内訳

事業名

今回補正額

農地

25カ所 28カ所

８カ所

１カ所

施設
（補助事業）現年農地等
災害復旧事業
（単独事業）農林水産業施
設小災害復旧事業
（単独事業）漁港施設小災
害復旧事業

財　源
国 県 市債 分担金 一般財源

（144,953）
137,946

（財源割合）
※括弧書きは、補正後予算額及びその財源割合

（単位：千円）

69,270
（69,270）

36,500
（36,500）

10,132
（10,132）（29,051）

22,044

（0％） （48％） （25％） （7％） （20％）

９月議会において、次のような事業の補正予算が可決されました９月議会において、次のような事業の補正予算が可決されました
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再生可能エネルギーへの転換を進めます再生可能エネルギーへの転換を進めます再生可能エネルギーへの転換を進めます

●事業（補正）の内容

●今回補正額の内訳
今回補正額

財　源
国 県 市債 その他 一般財源

（10,554）
5,000

（財源割合）
※括弧書きは、補正後予算額及びその財源割合

（単位：千円）

（120） （10,434）
5,000

（0％） （0％） （0％） （1％） （99％）

区　分 内　　　容
事業内容 一般住宅への太陽光発電設置に対して助成を行う。

太陽光発電システム導入費補助金
１キロワットあたり３万円、上限10万円
　上限10万円×50件分=500万円

補助金名

助成内容

　福島第１原発事故を受け、エネルギーに対する関心が高まっています。地
球温暖化防止や、石油などに替わる新しいエネルギーとして太陽光発電が
注目されており、国・県とも連携して雲仙市でも予算を組み推進します。

　太陽光発電とは太陽電池を使った発
電のことです。太陽の光を電気（直流）に
変える太陽電池と、その電気を直流から
交流に変えるインバーターなどで構成さ
れます。発電した電気は室内で使います
が、余った時には電力会社が買い取りま
す。
　太陽光発電設備を導入する場合は、
国、県、市の補助金を利用することができ
ます。市補助金は、国補助金の申込受理
決定を受けていることが条件です。県補
助金も併用可能ですが、県補助金の場
合、省エネ設備を付帯することが条件と
なっています。

太陽光発電とは？

市内の個人住宅
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平成23年度第３回雲仙市議会定例会　議決結果

賛　否　表

雲仙市特別職の職員の給与に
関する条例の一部を改正する
条例

結
　
　
果

表

決
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　福島第一原子力発電所の事故から６ヶ月を経過したが、未だ２０ｋｍ、３０ｋｍ以内の市町村民をはじめ、
福島県内外の数万人に及ぶ人々が避難しており、その苦難は計り知れないものがある。
　福島原子力発電所の廃炉も数十年を要すると言われ、見通しも立っていない。
　農業、漁業、林業、観光等はもとより、あらゆる経済活動は停止し、日々 の暮らしすらおくることができない。
　地震国日本での原子力発電所は、放射能の危険性、放射能廃棄物の十万年に渡る処理対策や無限に
及ぶ損害賠償・責任等、国の存続そのものを危うくすることも予測される。
　よって、雲仙市議会は福島原子力発電所事故を教訓として、下記の項目について、迅速かつ万全の措置
を講じるよう法的措置を含めた国の責任ある対応を強く求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　今回の原発事故に対し、一刻も早い事態の収束を図り、徹底的に原因究明や検証を行うこと。
２　大地震や大津波など、あらゆる事態に対応できるよう、原子力関係施設の安全性の確保に万全を期す
　とともに、「防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（EPZ）」を早期に検証し、今すぐ採るべき対策は
　直ちに実施すること。
３　都道府県及び市町村が定める地域防災計画が有効に機能するよう、市域、県域に捉われない広域災
　害として、国は主体的に防災体制を確立すること。
４　被ばく対策、土壌、大気、海洋にかかる影響などを含め、安全基準の抜本的見直しを図るとともに、根拠
　のない風評被害が生じないよう適切な対策を講じ、全ての情報を迅速かつ積極的に提供すること。
５　原子力発電中心から、本年８月末に成立した再生可能エネルギー特別措置法にある再生可能エネル
　ギー中心のエネルギー政策へ段階的に転換を行い、期限を定め原子力発電から脱却すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成２３年９月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長 崎 県 雲 仙 市 議 会
　
提出先　　衆議院議長　横路　孝弘　様　　参議院議長　 　西岡　武夫　様
　　　　　内閣総理大臣　野田　佳彦　様　　総 務 大 臣 　　川端　達夫　様
　　　　　財 務 大 臣 　安住　　淳　様　　文部科学大臣　　　中川　正春　様
　　　　　経済産業大臣　枝野　幸男　様　　内閣官房長官　　　藤村　　修　様
　　　　　原発事故の収束及び再発防止担当内閣府特命担当大臣　細野　豪志　様

原子力発電エネルギーから再生可能エネルギーへの政策実行
を求める意見書

原子力発電に関する意見書を国へ原子力発電に関する意見書を国へ
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　　　　　　　　　　　　飲酒運転根絶に関する決議
　　
　交通事故のない安心・安全なまちづくりは、雲仙市民全ての切実な願いであり、長年の課題でも
ある。
　とりわけ飲酒運転に起因した交通事故は、一瞬にして被害者、加害者に関係なく尊い命を奪
い、その家族をも巻き込みその人達の一生を台無しにする悲劇を招きかねない。
　厳罰化されている昨今においても、依然として飲酒運転における摘発者は後を絶たない状況で
ある。
　飲酒運転の根絶を図るためには、市民一人ひとりが飲酒運転の違法性、事故発生の危険性、
事故による責任の重大性などを再認識し、家庭、職場、そして地域社会全体が一体となり、飲酒運
転の根絶に向け士気の高揚を図ることが重要である。
　よって、本市議会は、市を始め関係機関・団体と連携を強化し、下記の事項を掲げ、市民と一体
となり飲酒運転の根絶に向けて取り組むことを決意する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　１　酒を飲んだら、絶対に車を運転しない。
　　　　　　　２　車を運転する人には、絶対に酒を飲ませない。
　　　　　　　３　酒を飲んだ人には、絶対に車を貸さない。
　　　　　　　４　酒を飲んだ人の車には、絶対に同乗しない。
　　　　　　　５　二日酔いの時は、絶対に車を運転しない。

　　　以上、決議する。

　　　平成２３年　９月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲　仙　市　議　会

飲酒運転の根絶を

○本会議
　議員全員が集まって会議をするのが本会議で、市長などに一般質問を行い、市政全般について所信を
問う大切な会議です。本会議では、市長からの予算、条例議案を審議し、さらに詳細に審議するため、請
願・陳情と合わせて常任委員会や特別委員会にその審査を任せています（付託）。議会最終日、各常任委
員会や特別委員会での審査結果の報告を聞き、各議員が考えを述べるなどした後、議会の意思を決定し
ます。
○常任委員会
　市の仕事は広範多岐にわたり、その内容も複雑なため、本会議だけで審議することは大変難しくなって
います。そこで本会議での予備的、下審的機関として常任委員会が設けられています。常任委員会は少
人数の議員で構成され、担当部門の議案などについて、専門的により詳しく能率的に審査を行っていま
す。
○特別委員会
　議会が必要と認める場合に、特定の事件を調査・審査するために設けられる委員会です。
○議会運営委員会
　議会の円滑な運営を期することを目的に、議会の運営や会議規則などに関する事項の調査などのため
に設けられています。
○全員協議会
　協議または調整のために開かれる会議です。会議の休憩中や休会中、閉会中に開かれる場合がある。

◆議会用語解説◆　「会議の種類」
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計
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。

常任委員会報告
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。
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総
　
　
務
　

原案可決

原案可決

継続審査

原案可決

平成23年度一般会計補正予算（第２号）案

付　　託　　案　　件

金山・八斗木辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定　ほか３件

原子力発電からの撤退を求める請願書

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

審議結果

議案審議
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保
育
所
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

　

雲
仙
市
立
土
黒
保
育
所

を
廃
止
し
民
間
委
譲
す
る
こ

と
に
伴
い
、条
例
を
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
議

決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

質
疑　
民
営
移
譲
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、ど
の
く
ら
い
の
財

政
効
果
が
み
こ
ま
れ
る
の
か
。

答
弁　
嘱
託
職
員
の
雇
用
割

合
が
高
い
こ
と
か
ら
大
き
な

軽
減
額
と
は
な
ら
ず
、平
成

22
年
年
度
の
決
算
ベ
ー
ス
で

年
間
８
０
０
万
円
程
度
の一般

財
源
が
軽
減
さ
れ
る
試
算
で

あ
る
。

質
疑　
保
育
所
の
民
営
化
に

よ
り
、不
安
を
抱
く
保
護
者

も
い
る
と
思
う
が
、そ
の
対
策

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た

の
か
。

答
弁　
移
管
に
向
け
た
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

保
護
者
が
不
安
に
感
じ
て
い

る
の
は
、保
育
行
事
や
保
育

士
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
保

育
環
境
の
変
化
に
対
し
て
の

意
見
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、移
管
先
法
人
の
募
集
を

行
う
際
の
移
管
条
件
に
、移

管
後
３
年
間
は
、現
在
実
施

し
て
い
る
保
育
内
容
や
年
間

行
事
を
継
承
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、今
年
の
４
月
か

ら
は
移
管
先
の
主
任
や
園
長

予
定
者
が
現
在
の
保
育
園
行

事
へ
参
加
し
て
お
り
、平
成
24

年
１
月
か
ら
３
月
の
間
は
、現

在
の
保
育
園
と
移
管
先
と
の

合
同
で
の
引
き
継
ぎ
保
育
を

実
施
す
る
よ
う
に
予
定
し
て

い
る
。ま
た
、移
管
後
の
新
た

な
取
組
み
と
し

て
、保
育
開
始
時

間
を
午
前
７
時

30
分
か
ら
午
前

７
時
に
変
更
す

る
こ
と
や
、延
長

保
育
、学
童
保

育
の
実
施
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

も
図
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

平
成
23
年
度
一般

会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）案

　

　

主
な
も
の
と
し
て
、歳
入
で

は
保
育
所
緊
急
整
備
事
業

補
助
金
の
新
規
計
上
、歳
出

で
は
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
、保
育

所
耐
震
化
事
業
の
新
規
計

上
、地
球
温
暖
化
対
策
事
業

の
増
額
な
ど
を
計
上
し
た
も

の
。

質
疑　

高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
に
つ

い
て
、見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
た
め
の
協
議
会

委
員
を
選
任
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、委
員
の
内
訳
は
。

答
弁　

民
生
児
童
委
員
協

議
会
、社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、介

護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議

会
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、自

治
会
長
連
合
会
な
ど
の
団
体

よ
り
20
名
以
内
の
委
員
を
、

雲
仙
市
全
体
よ
り
バ
ラ
ン
ス

よ
く
選
定
し
た
い
。

質
疑　

地
球
温
暖
化
対
策

事
業
に
付
い
て
、太
陽
光
に
よ

り
発
電
し
た
電
力
に
つ
い
て

は
売
電
で
き
る
の
か
。

答
弁　
家
庭
で
使
用
し
た
後

の
余
剰
電
力
に
つ
い
て
は
、平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
１

k
W
あ
た
り
42
円
の
価
格
で

売
電
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
の

金
額
は
10
年
間
継
続
す
る
こ

と
と
な
る
。平
成
24
年
４
月

以
降
の
売
電
価
格
は
、ま
だ

決
定
し
て
い
な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

小
浜
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
解

体
撤
去
工
事
に
係
る
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
。

質
疑　
工
事
箇
所
の
近
く
に

水
源
が
あ
る
が
、工
事
の
影

響
は
無
い
の
か
。

答
弁　

小
浜
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
が
稼
働
し
て
い
た
時
期

か
ら
地
下
水
の
調
査
は
実
施

し
て
お
り
、問
題
は
無
か
っ

た
。今
回
の
解
体
工
事
に
お
い

て
は
飛
散
・
漏
洩
対
策
を
行

う
こ
と
で
水
源
へ
の
影
響
は

無
い
。

質
疑　

周
辺
の
住
民
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
影
響
な
ど
不
安

が
あ
る
と
思
う
が
、周
辺
の

住
民
に
は
影
響
は
な
い
の
か
。

答
弁　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

の
飛
散
防
止
の
た
め
解
体
工

事
は
施
設
を
密
閉
し
た
状
態

で
行
う
た
め
安
全
で
あ
る
。

特
に
周
辺
の
住
民
に
は
十
分

な
周
知
を
図
り
な
が
ら
、安

全
対
策
に
は
気
を
配
り
工
事

を
行
って
い
き
た
い
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
４
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

平成23年度一般会計補正予算（第２号）案

工事請負契約締結

市有財産の無償譲渡

保育所条例を廃止する条例

審議結果付　　託　　案　　件

文
教
厚
生

議案審議

現地調査
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損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解

　
職
員
の
事
務
処
理
の
瑕
疵

に
起
因
し
て
発
生
し
た
事
件

に
つ
い
て
、損
害
の
額
を
決
定

し
、こ
れ
に
伴
う
和
解
を
行

う
も
の
。

意
見
　
現
在
、第
三
者
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、求
償
額
な

ど
に
つ
い
て
諮
問
し
て
お
り
、

第
三
者
委
員
会
の
答
申
が
出

さ
れ
た
後
に
再
度
審
査
を
す

べ
き
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）案

　
主
な
も
の
と
し
て
、歳
入
で

は
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
国
庫
負
担
金
、農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
の

新
規
計
上
、歳
出
で
は
、避
難

者
用
住
宅
支
援
事
業
の
新
規

計
上
、農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
、農
地
等
災

害
復
旧
事
業
、現
年
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
増

額
な
ど
を
計
上
し
た
も
の
。

質
疑
　
農
地・水・環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
に
つ
い
て
、地

域
が
吾
妻
町
に
偏
って
い
る
理

由
、ま
た
事
務
手
続
き
が
煩

雑
で
あ
る
と
聞
く
が
、市
が

お
こ
な
って
い
る
の
か
。

答
弁
　
対
象
地
域
に
案
内

し
、事
業
内
容
の
説
明
会
を

開
催
し
推
進
を
図
っ
た
中
で
、

土
地
改
良
区
を
有
し
て
い
る

地
域
は
取
り
組
み
や
す
い
面

が
あ
り
、吾
妻
地
域
は
積
極

的
に
取
り
組
み
が
な
さ
れ

た
。事
務
手
続
き
に
つ
い
て

は
、団
体
の
役
員
の
方
が
主

体
で
さ
れ
て
い
る
。

質
疑
　
避
難
者
用
住
宅
支

援
事
業
に
お
い
て
、避
難
し
て

こ
ら
れ
た
方
が
市
営
住
宅
の

入
居
条
件
を
満
た
さ
ず
民
間

住
宅
に
は
入
居
可
能
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、市
営
住
宅
の
入

居
要
件
と
は
何
か
。

答
弁
　
現
在
、市
内
に
避
難

さ
れ
て
い
る
方
は
、福
島
県
か

ら
放
射
能
を
心
配
さ
れ
避
難

さ
れ
て
い
る
。住
ん
で
い
た
家

は
市
営
住
宅
の
入
居
条
件
で

あ
る
大
規
模
半
壊
以
上
の
被

災
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
罹
災
証
明
が
取
れ

ず
、市
営
住
宅
に
は
入
居
が

難
し
い
。

財
産
の
取
得

　
小
浜
第
一
浄
水
場
水
源
用

の
土
地
を
購
入
す
る
も
の
。

南
島
原
市
道
路
線
の
変
更
に

関
す
る
承
諾

　
本
市
行
政
区
域
内
に
お
い

て
、南
島
原
市
長
か
ら
区
域

外
道
路
と
し
て
南
島
原
市
道

路
線
の
変
更
を
行
う
も
の
。

質
疑
　
将
来
的
に
こ
の
道
路

の
補
修
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、雲
仙
市
の
負
担
は
な
い
の

か
。

答
弁
　
南
島
原
市
道
の
延
長

で
あ
る
た
め
、南
島
原
市
で
対

応
す
る
。

意
見
　
補
修
な
ど
今
後
の
管

理
に
つ
い
て
は
、南
島
原
市
と

確
認
を
す
る
こ
と
。

請
願
書（
旧
吾
妻
町
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

に
お
け
る
処
理
場
用
地
受
入

れ
同
意
に
関
連
す
る
地
域
振

興
策
に
つ
い
て
）

請
願
書
の
趣
旨
　
旧
吾
妻

町
に
お
い
て
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
を
実
施

す
る
際
、町
側
よ
り
当
初
の

予
定
地
か
ら
牛
口
西
地
区
へ

処
理
場
移
転
の
要
請
が
な
さ

れ
、当
時
の
町
長
が
何
ら
か
の

地
域
振
興
策
を
考
え
て
い
る

と
の
意
向
で
あ
っ
た
た
め
、用

地
取
得
に
も
協
力
し
処
理
場

用
地
を
確
保
し
た
が
、ま
だ

地
域
振
興
策
の
実
施
に
至
っ

て
い
な
い
た
め
、早
急
な
対
応

を
も
と
め
ら
れ
た
も
の
。

意
見
　
こ
の
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
、合
併
時
に
吾
妻
町
か

ら
雲
仙
市
へ
の
事
務
引
継
ぎ

は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、現
時

点
で
は
事
実
確
認
が
困
難
で

あ
り
、更
に
調
査
の
必
要
が

あ
る
。

 

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
、継
続
審
査

２
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

産
業
建
設
　

原案可決

原案可決

継続審査

継続審査

平成23年度一般会計補正予算（第２号）案

付　　託　　案　　件

財産の取得ほか１件
請願書　（旧吾妻町特定環境保全公共下水道事業における処理場用地受入れ
　　　　同意に関連する地域振興策について）

損害賠償の額の決定及び和解

審議結果

議案審議
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奥村市政のここが聞きたい

町
田
議
員
　
平
成
22
年
度
で
、市
税
の
滞
納

状
況
を
み
る
と
、収
入
未
済
額
が
市
民
税
、固

定
資
産
税
、軽
自
動
車
の
３
つ
の
市
税
で
５
億

９
５
４
４
万
円
、国
民
健
康
保
険
税
で
５
億
５

６
３
７
万
円
、合
計
11
億
５
１
８
１
万
円
で
あ

り
、昨
年
度
か
ら
す
る
と
５
千
万
円
ほ
ど
増

え
て
い
る
。資
力
が
あ
る
の
に
払
わ
な
い
と
い

う
滞
納
者
に
対
し
て
は
、不
動
産・動
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
思
う

が
、ど
う
し
て
も
払
え
な
い
人
に
対
し
て
は
、

ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

菅
市
民
生
活
部
長
　
納
税
相
談
に
応
じ
、生

計
の
状
況
調
査
を
行
い
分
割
納
付
等
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

町
田
議
員
　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、医
療

費
は
み
ん
な
で
支
払
う
と
い
う
こ
と
で
、本
当

に
い
い
制
度
だ
と
思
う
。増
大
す
る
医
療
費

の
抑
制
策
は
。

菅
部
長
　
①
特
定
検
診
、特
定
保
健
指
導
の

向
上
、②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
使
用
促
進
、③

レ
セ
プ
ト
点
検
な
ど

町
田
議
員
　
給
食
費
の
滞
納
は
、毎
年
２
０

０
万
円
前
後
あ
る
。市
か
ら
は
給
食
調
理
人

件
費
等
、給
食
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費
は
負

担
し
て
い
る
が
、食
材
費
は
全
て
保
護
者
か
ら

の
お
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。滞
納
が
あ
る
と
子

供
達
が
食
べ
る
食
材
の
質
に
し
わ
寄
せ
が
く

る
事
態
に
な
る
。保
護
者
の
規
範
意
識
を
高

め
る
施
策
は
。

山
野
教
育
次
長
　
学
校
便
り
や
、給
食
セ
ン

タ
ー
の
献
立
表
の
中
に
、納
入
日
は
い
つ
で
す
と

か
、給
食
費
は
こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

な
ど
を
示
し
て
い
る
が
、も
う
一
工
夫
必
要
と

思
って
い
る
。

町
田
議
員
　
大
村
市
が
新
し
く
採
用
し
た
方

法
、新
年
度
に
入
学
す
る
児
童
の
保
護
者
を

対
象
に
、市
長
あ
て
の
給
食
申
込
書
を
提
出

し
て
も
ら
う
制
度
を
導
入
し
た
。あ
い
ま
い
な

給
食
の
契
約
関
係
を
書
面
で
明
確
し
、保
護

者
の
責
任
を
高
め
、滞
納
者
に
は
督
促
、最
終

的
に
は
市
長
名
に
よ
る
催
告
書
を
通
達
す

る
。そ
の
結
果
、未
納
額
は
、前
年
比
で
累
計

額
の
伸
び
率
が
10
分
の
１
に
な
っ
た
。ぜ
ひ
雲

仙
市
で
も
採
用
し
て
は
。

山
野
次
長
　
大
村
市
教
委
に
行
って
勉
強
し
て

み
た
い
。

町
田
議
員
　
多
重
債
務
も
複
雑
化
し
て
い

る
。小
浜
総
合
支
所
の
３
階
に
あ
る
総
合
法

律
支
援
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
テ
ラ
ス
を
、

市
民
相
談
対
策
と
し
て
、も
っ
と
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
税・給
食
費
の
滞
納
は

市
民
相
談
対
策
と
し
て

　
　

法
テ
ラ
ス
の
活
用
は

町田　康則議員
まちだ　　　やすのり　　　小浜町　

　　　　　　　　町田　康則　　　Ｐ１０　　　　平野　利和　　　Ｐ１１
　　　　　　　　町田　　誠　　　Ｐ１１　　　　森山　繁一　　　Ｐ１２
　　　　　　　　上田　　篤　　　Ｐ１２　　　　浦川　康二　　　Ｐ１３
　　　　　　　　大久保正美　　　Ｐ１３　　　　井上　武久　　　Ｐ１４
　　　　　　　　岩下　　勝　　　Ｐ１４　　　　坂本　弘樹　　　Ｐ１５
　　　　　　　　小田　孝明　　　Ｐ１５　　　　酒井　恭二　　　Ｐ１６
　　　　　　　　柴田　安宣　　　Ｐ１６　　　　深堀　善彰　　　Ｐ１７
　　　　　　　　福田　大東　　　Ｐ１７　　　　元村　康一　　　Ｐ１８

16名の議員が市政に対し、質問を行いました。一般質問



平
野
議
員
　
岩
手
県
釜
石
市
で
の「
釜
石
の

奇
跡
」を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。小
中
学
校

の
約
３
０
０
０
人
の
生
徒
の
内
、99・８
％
が
難

を
逃
れ
た
事
実
、防
災
教
育
の
重
要
性
を
物

語
る
出
来
事
で
は
な
い
の
か
。

奥
村
市
長
　
避
難
訓
練
に
お
い
て
は
、実
践
に

応
じ
た
そ
の
時
の
時
期
に
応
じ
た
訓
練
を
実

践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
だ
ま
だ
想
定
し

た
訓
練
を
や
っ
て
い
な
い
と
反
省
を
踏
ま
え
な

が
ら
訓
練
の
確
立
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

山
野
教
育
次
長
　
子
供
の
命
の
確
保
を
最
優

先
し
た
避
難
を
行
う
。自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と
な
ど
、発
達
段
階
に
応
じ
た
行
動
が
で

き
る
よ
う
、釜
石
市
の
防
災
教
育
を
参
考
に
し

な
が
ら
、判
断
力
等
の
育
成
に
向
け
て
指
導
を

徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
。

平
野
議
員
　
期
日
前
投
票
は
少
し
で
も
多
く

の
方
に
投
票
し
て
も
ら
い
、国
政
、地
方
選
挙

に
参
加
し
て
も
ら
う
事
が
目
的
と
認
識
し
て

い
る
。市
民
の
皆
様
よ
り「
市
役
所
の
職
員
さ

ん
の
考
え
方
、指
導
が
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
あ

る
。ジ
ー
と
見
ら
れ
て
、手
が
ふ
る
え
て
書
け

な
い
。当
日
は
ほ
ん
と
う
に
お
ら
っ
さ
ん
と
で

す
か
と
疑
っ
た
よ
う
な
事
を
言
わ
れ
、も
う
行

き
た
く
な
い
気
持
ち
に
な
る
」と
の
声
が
あ

る
。こ
の
事
を
通
し
投
票
入
場
券
の
裏
に
宣

誓
書
を
印
刷
し
、そ
の
宣
誓
書
に
記
入
し
投

票
で
き
る
様
に
な
ら
な
い
の
か
。

山
本
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　
期
日
前
投
票
は
、受
付
の
簡
素
化
の
観
点
か

ら
も
次
期
選
挙
か
ら
入
場
券
の
裏
に
宣
誓
書

を
印
刷
し
投
票
で
き
る
様
に
見
直
す
。

そ
の
他
質
問

・有
明
海
シ
ャ
ト
ル
ラ
イ
ナ
ー

・が
ん
治
療
　・介
護
保
険
事
業

町
田
議
員
　
雲
仙
市
の
電
算
業
務
に
つ
い
て

尋
ね
る
。雲
仙
市
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
、福
祉
の

充
実
な
ど
を
念
頭
に
置
き
機
構
改
革
、行
政

改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
期
待
し

て
い
る
。今
の
行
政
事
務
は
昔
で
は
考
え
ら
れ

な
い
電
子
自
治
体
シ
ス
テ
ム
が
政
策
課
題
と

な
り
昔
の
よ
う
な
手
書
の
文
書
が
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
。今
後
の
行
政
は
基
幹
系
情
報
系
の

２
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
構
成
さ
れ
た
運
用
に

伴
う
付
随
コ
ス
ト
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も

に
I
T
系
の
技
術
的
課
題
が
数
多
く
あ
る
。

市
長
も
私
の一般
質
問
で
尋
ね
た
今
後
行
政
は

ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
時
代
と
認
め

て
い
る
。今
の
行
政
シ
ス
テ
ム
で
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
支
障
は
な
い
の
か
。

本
市
行
政
シ
ス
テ
ム
機
器
に
事
故
を
想
定
し

た
事
務
訓
練
は
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

奥
村
市
長
　
今
後
こ
の
体
制
か
ら
ソ
フ
ト
コ
ン

ピュ
ー
タ
ー
、パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
に
対
す

る
新
た
な
時
代
の
出
発
点
と
し
て
い
き
た
い
。

町
田
議
員
　
雲
仙
市
に
外
資
系
の
企
業
が
I

T
関
係
で
営
業
そ
の
他
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ

て
い
る
の
か
。

奥
村
市
長
　
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
あ
っ
た

と
思
う
。

町
田
議
員
　
海
外
企
業
で
あ
る
な
ら
ど
こ
の

国
の
企
業
ス
タ
ッ
フ
と
接
触
し
た
の
か
明
言

で
き
る
か
。

奥
村
市
長
　
韓
国
だ
と
聞
い
て
い
る
。

畑
中
総
務
部
長
　
韓
国
系
の
イ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョン
と
い
う
会
社
で
あ
る
。参
加
業
者
72
社
で

決
定
し
た
業
者
が
韓
国
だ
っ
た
。

町
田
議
員
　
こ
の
事
業
は
高
額
な
事
業
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、な
ぜ
議
会
に
伝
え
ず
決

定
し
た
の
か
。イ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
韓

国
サ
ム
ソ
ン
電
子
は
大
変
仲
が
良
い
企
業
で
あ

る
。沖
縄
県
浦
添
市
で
も
韓
国
企
業
が
受
注
し

そ
の
後
ト
ラ
ブ
ル
発
生
、佐
賀
県
で
も
同
様
な

事
が
発
生
し
て
い
る
。日
本
国
内
に
も
素
晴
ら

し
い
企
業
が
あ
る
。事
業
は
か
な
り
高
額
な
投

資
で
佐
賀
県
に
し
て
も
沖
縄
に
し
て
も
費
用

対
効
果
が
見
え
な
い
前
例
が
あ
る
。韓
国
企
業

と
ど
う
し
て
取
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

11 雲仙市議会だより●第26号（平成23年11月）

ひらの　　　としかず　　
国見町　

平野　利和議員

まちだ　　　　 まこと　　
千々石町　

町田　　誠議員

小
・
中
学
校
で
の
防
災
教
育
は

雲
仙
市
の
電
算
業
務
は

期
日
前
投
票
制
度
の
簡
素
化
は

宣誓書
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奥村市政のここが聞きたい

森
山
議
員　
平
成
23
年
度
で
終
了
す
る
本
事

業
は
、平
成
24
年
度
以
降
、市
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

奥
村
市
長　
農
作
業
支
援
制
度
の
要
望
も
多

い
。次
年
度
に
向
け
新
た
な
体
制
の
構
築
を
図

り
、労
働
力
不
足
で
規
模
拡
大
を
断
念
、高
齢

農
家
等
の
労
働
力
不
足
解
消
を
図
る
た
め
、農

協
や
県
と
実
施
計
画
の
方
向
で
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
農
林
業
活
性
化

計
画
の
中
で
、経
営
体
の
育
成・規
模
拡
大
支

援
で
労
力
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。労
力
の
補
完

体
制
の
支
援
、関
係
機
関
と
連
携
し
バッ
ク
ア
ッ

プ
で
き
る
支
援
策
の
検
討
を
行
って
い
る
。で
き

る
だ
け
前
向
き
に
考
え
る
。

森
山
議
員　
土
地
改
良
区
に
対
す
る
事
務
費

負
担
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

酒
井
部
長　
事
業
完
了
後
１
年
目
90
％
、２
年

目
80
％
、３
年
目
70
％
４
年
目
以
降
は
自
主
運

営
で
あ
る
。協
議
は
今
後
も
し
て
い
き
た
い
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
も
含
め
当
分
は
こ
の
形
で

実
施
を
し
た
い
。

森
山
議
員　
国
体
馬
術
競
技
を
諫
早
市
が
断

念
し
、雲
仙
市
に
県
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
内
容

と
今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

塩
田
教
育
長　

施
設
整
備
に
か
か
る
経
費
約

４
億
円
は
全
額
県
が
補
助
す
る
。競
技
場
の
場

所
と
し
て
多
比
良
港
埋
立
地
５
〜
６
ha
を
使
っ

た
構
想
を
県
は
考
え
て
い
る
。雲
仙
市
と
し
て

は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

森
山
議
員　
多
比
良
港
埋
立
地
は
地
元
住
民

も
活
用
要
望
が
あ
る
の
で
、競
技
選
定
に
向

け
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

雲
仙
市
歌
に
つ
い

て

上
田
議
員　

国
保
税
は
雲
仙
市
に
な
っ
て
３

回
引
き
上
げ
ら
れ
、非
常
に
高
く
な
っ
て
い

る
。市
民(

国
保
加
入
世
帯
を
含
む)

の
所
得
を

み
る
と
２
０
０
万
円
ま
で
が
72
％
、３
０
０
万

円
ま
で
が
86
％
。所
得
が
低
い
場
合
は
法
定
減

額
と
な
る
が
、国
保
加
入
世
帯
の
51
％
が
そ
れ

で
あ
る
。国
保
税
額
は
モ
デ
ル
世
帯(

40
歳
代

の
夫
婦
と
子
ど
も
２
人)

で
は
、所
得
２
０
０

万
円
で
37
万
円
余
と
な
る
。法
定
減
額
さ
れ
て

も
所
得
に
占
め
る
負
担
率
は
17
〜
18
％
で
た

い
へ
ん
高
い
。こ
の
よ
う
な
現
状
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

奥
村
市
長　

国
保
加
入
者
の
中
で
健
康
で
生

産
年
齢
に
あ
る
人
は
16・７
％
し
か
な
く
、無
職

者
の
割
合
が
36・２
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。加
入
者
の
負
担
能
力
が
低
下
し
て
い
る一方

で
、医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、こ
の

間
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。

上
田
議
員　
市
側
は
こ
れ
ま
で「
一般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー(

罰
則)

が
あ
る
か
ら
で
き
な
い
」と
言
っ
て
き
た
が
私

の
知
人
の
議
員
が
最
近
厚
生
労
働
省
に
問
い

合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ「
そ
れ
は
な
い
」と
明
言

し
た
。雲
仙
市
で
も
実
行
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

奥
村
市
長　

今
の
自
治
体
の
能
力
で
は
国
保

会
計
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
。県
で
も
無
理

だ
。国
が
責
任
を
持
つ
時
期
に
き
て
い
る
。

上
田
議
員　

私
も
同
感
だ
。国
保
財
政
危
機

の一番
の
原
因
は
国
の
予
算
削
減
に
あ
る
。

上
田
議
員　
住
宅・リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事

業
は
好
評
だ
と
聞
い
て
い
る
。現
状
は
ど
う

か
。

奥
村
市
長　

狙
い
ど
お
り
と
い
う
か
、需
要
は

高
い
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
１
６
５
件
を
交

付
決
定
し
、８
月
19
日
に
当
初
予
算
額
３
０
０

０
万
円
に
達
し
た
。補
助
対
象
工
事
額
は
２
億

７
８
２
８
万
円
に
な
る
。

上
田
議
員　
経
済
波
及
効
果
は
９
倍
以
上
に

な
っ
て
い
る
。業
者
や
市
民
の
気
持
ち
に
ぴ
っ

た
り
沿
っ
た
施
策
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

こ
の
制
度
を
知
ら
な
い
人
が
ま
だ
多
い
。ぜ
ひ

補
正
予
算
を
組
み
、ま
た
来
年
度
も
継
続
し

て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

奥
村
市
長　

経
済
波
及
効
果
を
研
究
し
て
、

来
年
度
ま
た
提
案
し
た
い
。

うえだ　　　　あつし　　
瑞穂町　

上田　　篤議員

もりやま　　　しげいち　　
　国見町　

森山　繁一議員

雲
仙
市
環
境
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業（
農
援
隊
）

長
崎
国
体
馬
術
競
技

国
保
税
の
負
担
は
も
う
限
界
だ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

の
継
続
を

基
盤
整
備
事
業

　
　（
市
内
土
地
改
良
区
）

馬術競技



浦
川
議
員
　
雲
仙
市
街
な
み
整
備
助
成
事
業

が
期
間
内
に
事
業
完
了
し
な
い
場
合
は
、補

助
金
規
則
及
び
要
綱
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

畑
中
総
務
部
長
　
予
定
の
期
間
内
に
終
ら
な

い
場
合
は
、補
助
金
交
付
の
変
更
申
請
の
提
出

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

浦
川
議
員
　
こ
の
事
業
の
変
更
申
請
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
。こ
の
た
め
市
と
し
て
も
審

査
承
認
の
手
続
き
が
な
い
た
め
、期
間
を
過
ぎ

た
後
の
事
業
実
施
の
根
拠
が
な
い
。根
拠
が

な
い
事
業
に
補
助
金
は
交
付
で
き
る
の
か
。

奥
村
市
長
　
で
き
な
い
と
思
う
。

浦
川
議
員
　
市
長
が
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
よ

う
に
計
画
変
更
に
関
す
る
一
連
の
事
務
処
理

が
な
け
れ
ば
補
助
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。よ
っ

て
交
付
さ
れ
な
い
補
助
金
の
繰
越
手
続
き
の

必
要
は
な
く
、職
員
が
繰
越
手
続
き
を
怠
っ
た

と
さ
れ
る
損
害
賠
償
事
案
は
発
生
し
な
い
と
、

私
は
判
断
す
る
。

浦
川
議
員
　
施
主
及
び
施
工
業
者
と
責
任
比

率
の
協
議
内
容
は
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
長
　

年
度
内
に
完
成
し
な
い
こ
と
を
職
員
が
知
り
な

が
ら
、繰
越
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
で

市
に
全
て
責
任
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

浦
川
議
員
　
市
は
職
員
の
繰
越
手
続
き
を

怠
っ
た
こ
と
や
、具
体
的
事
実
と
し
て
１
点
目

業
者
は
年
度
内
に
完
了
し
な
い
こ
と
を
市
の

担
当
及
び
施
主
に
伝
え
て
い
る
。２
点
目
施

主
と
業
者
は
工
事
延
長
に
合
意
し
て
い
る
。３

点
目
施
主
に
市
が
変
更
申
請
の
手
続
き
の
指

導
を
し
て
い
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
こ

の
３
点
は
規
則・要
綱
の
定
め
の
事
務
処
理
に

な
る
の
か
。

中
山
部
長
　
な
ら
な
い
と
思
う
。

浦
川
議
員
　
具
体
的
事
実
が
規
則・要
綱
に

定
め
た
も
の
で
な
け
れ
ば
市
が
１
０
０
％
責

任
の
根
拠
に
な
ら
な
い
。

奥
村
市
長
　
議
員
の
指
摘
の
部
分
も
理
解
す

る
が
、た
だ
こ

れ
は
過
渡
期

で
あ
り
、
旧

町
の
慣
習
に

よ
る
住
民
に

対
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。

　大
久
保
議
員
　
赤
字
経
営
と
言
わ
れ
る
島
鉄

側
に
対
し
鉄
橋
架
け
替
え
に
よ
る
費
用
負
担

と
新
設
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、事
前
協
議
に
お
い
て
島
鉄
側
が
難
色
を

示
し
て
い
る
。投
資
効
果
が
見
込
め
ず
厳
し
い

経
営
状
況
の
中
さ
ら
な
る
負
担
は
、島
原
鉄

道
の
廃
線
を
加
速
さ
せ
る
事
に
も
な
る
。防

災
と
い
う
河
川
管
理
者
側
の
事
情
で
あ
る
事

を
十
分
考
慮
し
、島
鉄
側
の
負
担
軽
減
案(

補

助
金
等)

を
提
示
し
早
急
に
理
解
を
得
て
、河

川
改
修
工
事
が
滞
る
こ
と
の
無
い
よ
う
対
処

す
べ
き
で
あ
る
。

奥
村
市
長
　
県
当
局
と
島
鉄
側
に
踏
み
込
ん

だ
話
し
合
い
を
や
り
た
い
と
思
う
。

大
久
保
議
員
　
行
政
処
分
が
遅
す
ぎ
る
。職

員
か
ら
の
賠
償
あ
り
き
で
遅
れ
た
の
で
は
。雲

仙
市
の
行
政
処
分
は
金
次
第
か
と
思
わ
れ
か

ね
な
い
。職
員
は
紙
一枚
で
１
ケ
タ・２
ケ
タ
違

う
ミ
ス
も
有
り
得
る
。そ
う
い
う
時
も
職
員

に
返
済
を
求
め
る
の
か
。お
か
し
い
。公
務
員

法
の
定
め
に
よ
り
職
員
の
行
政
処
分
は
か
な

り
重
い
が
特
別
職
の
市
長・副
市
長
は
、定
め

が
な
く
、自
分
達
で
決
め
た
１
か
月
の
減
給
処

分
で
は
軽
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。自
分
達
を

重
く
戒
め
、そ
し
て
部
下
に
は
指
導
を
す
る
。

そ
う
い
う
心
構
え
で
や
る
べ
き
。境
川
副
市
長

と
畑
中
総
務
部
長
は
無
処
分
だ
が
決
裁
印
を

押
し
た
責
任
は
な
い
の
か
。

境
川
副
市
長
　
責
任
は
あ
る
。

畑
中
総
務
部
長
　
責
任
は
あ
る
。

大
久
保
議
員
　
賠
償
割
り
当
て
額
は
三
人
の

弁
護
士
に
よ
る
第
三
者
委
員
会
の
答
申
に
ま

か
せ
る
よ
う
だ
が
、市
長
が
依
頼
し
た
弁
護

士
は
依
頼
人(

市
長)

の
意
向
に
添
っ
た
答
申

が
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。弁
護
士
は「
第

三
者
的
」で
も「
裁
判
官
」で
も
な
い
。国
家
賠

償
法
で
明
確
に
進
め
る
な
ら
市
の
顧
問
弁
護

士
で
も
良
か
っ
た
は
ず
。答
申
の
内
容
も
分
か

ら
な
い
ま
ま
損
害
賠
償
議
案
を
提
案
す
る
な

ど
議
会
軽
視
だ
。議
会
は
市
長
の
追
認
機
関

で
は
な
い
。市
民
に
負
託
を
受
け
た
議
会
議

員
と
し
て
責
任
が
あ
る
。こ
の
議
案
を
通
せ

ば
そ
の
後
ど
ん
な
答
申
が
出
て
も
何
も
い
え

な
い
。

奥
村
市
長
　
弁
護
士
と
相
談
の
上
で
今
回
こ

う
い
う
形
で
議
案
提
出
を
し
た
。
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うらかわ　　　やすじ　　
吾妻町　

浦川　康二議員

おおくぼ　　まさみ　　
吾妻町　

大久保正美議員

損
害
賠
償
事
案
発
生
の
要
因
は

市
の
損
害
賠
償
責
任
根
拠
は

山
田
川
鉄
橋
架
け
替
え
対
処
は

補
助
金
の
繰
越
手
続
き
を
怠
っ

た
行
政
処
分
と
そ
の
損
害
賠
償

議
案
は

雲仙街なみ整備事業



14雲仙市議会だより●第26号（平成23年11月）

奥村市政のここが聞きたい

井
上
議
員　

市
民
懇
話
会
の
答
申
を
受
け
、

市
長
は
吾
妻
庁
舎
を
増
築
す
る
と
い
う
基
本

方
針
を
決
定
し
た
が
、将
来
的
な
期
限
や
工

程
等
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

奥
村
市
長　
今
年
度
中
に
条
例
改
正
案
を
議

会
へ
提
案
、議
決
後
庁
舎
の
整
備
計
画
に
着
手

し
、基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
経
て
平
成
27

年
度
ま
で
に
は
完
成
し
た
い
。

井
上
議
員　
支
所
を
含
む
行
政
機
能
を
ど
う

す
る
の
か
、ま
ず
基
本
方
針
を
明
確
に
定
め

た
後
、庁
舎
の
整
備
に
移
る
こ
と
が
基
本
と

思
う
。合
併
協
定
で
も
謳
わ
れ
て
い
る
が
、市

長
の
考
え
は
。

奥
村
市
長　
指
摘
の
と
お
り
。

井
上
議
員　
庁
舎
の
規
模
や
経
費
等
の
試
算

は
し
て
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、い
つ
頃
試
算
す

る
の
か
。

岸
川
政
策
企
画
課
長　
整
備
方
針
を
立
て
た

後
、整
備
計
画
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

井
上
議
員　
庁
舎
の
規
模
や
確
た
る
財
源
の

見
通
し
も
立
た
な
い
時
期
に
条
例
改
正
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
、適
当
で
な
い
と
の
行
政
実

例
も
あ
る
。市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

奥
村
市
長　
本
庁
舎
を
決
定
後
、こ
れ
を
基
本

に
や
って
い
け
れ
ば
と
思
って
い
る
。

井
上
議
員　
事
務
所
の
位
置
を
改
正
す
る
条

例
は
過
半
数
議
決
で
は
な
く
特
別
多
数
議
決

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。過
半
数
議
決
に
は

議
長
の
表
決
権
は
な
い
が
、特
別
多
数
議
決

に
は
表
決
権
が
あ
る
。そ
れ
程
重
要
な
案
件

で
あ
る
。市
長
は
議
会
が
議
決
後
、市
民
へ
の

説
明
会
を
開
く
と
の
こ
と
だ
が
、事
前
に
説

明
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
。

奥
村
市
長　
指
摘
を
受
け
、議
決
す
る
前
に
市

民
へ
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

井
上
議
員　
機
能
的
な
事
務
執
行
体
制
の
整

備
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
の
増
築
と
な
る
の
か
、

具
体
的
な
設
計
を
検
討
さ
れ
た
上
で
、も
う
一

度
議
会
に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。今
ま
で
協

議
し
て
き
た
内
容
を
逐
次
市
民
へ
報
告
し
て

い
れ
ば
、市
長
が
決
断
さ
れ
た
時
、あ
る
程
度

市
民
も
納
得
で
き
た
と
思
う
。市
民
が
混
乱

し
な
い
よ
う
慎
重
に
お
願
い
し
た
い
。

岩
下
議
員　

自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い

て
、市
の
基
本
的
な
考
え
は
。

奥
村
市
長　
自
治
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
、

問
題
の
把
握
に
努
め
、行
政
と
自
治
会
が
と
も

に
連
携
、協
働
す
る
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

岩
下
議
員　

自
治
会
長
の
任
期
は
規
則
で
一

年
と
な
っ
て
い
る
が
、自
治
会
に
お
い
て
は一年

や
二
年
と
違
っ
て
い
る
。市
が
統
一し
た
任
期

の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　

市
と
住
民
と
の
連
絡
を

行
う
非
常
勤
職
員
と
し
て
の
任
期
を
規
則
で

定
め
た
も
の
で
あ
り
、自
治
会
長
の
任
期
は
、自

治
会
に
て
協
議
し
、定
め
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

岩
下
議
員　

現
在
２
４
２
の
自
治
会
が
組
織

さ
れ
て
い
る
。世
帯
数
３０
戸
未
満
が
５９
自
治
会

あ
る
。自
治
会
の
統
合
は
。

奥
村
市
長　
大
変
難
し
い
問
題
だ
。そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
会
で
個
性
や
特
徴
も
あ
り
、統
合
に
つ

い
て
は
厳
し
い
部
分
も
あ
る
。

岩
下
議
員　

世
帯
数
の
少
な
い
自
治
会
に
お

い
て
は
今
後
の
存
続
も
危
惧
さ
れ
る
。地
域
の

状
況
を
相
談
し
な
が
ら
統
合
も
念
頭
に
置
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

菅
部
長　
小
さ
い
集
落
に
お
い
て
は
過
疎
化
が

進
む
中
で
は
将
来
的
に
は
統
合
の
方
向
に
な
ろ

う
か
と
考
え
る
。

岩
下
議
員　
市
道
瑞
穂
大
川
伊
古
線
の
未
拡

幅
箇
所
の
対
応
は
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　
全
体
延
長
５
０
０
m
、

う
ち
70
m
が
未
改
良
と
な
っ
て
い
る
。用
地
を

は
じ
め
、地
元
関
係
者
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、

実
施
に
向
け
事
業
化
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

雲
仙
市
営
農
環
境
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い

て

いのうえ　 たけひさ　　
南串山町　

井上　武久議員

いわした　　　　まさる　　
瑞穂町　

岩下　　勝議員

自
治
会
振
興
策
は

市
道
改
良
は

庁
舎
建
設
は



坂
本
議
員　
市
管
理
の
橋
梁
の
現
状
と
検
査・

点
検
の
実
施
状
況
は
。

奥
村
市
長　
市
管
理
の
橋
梁
は
、日
常
的
な
定

期
点
検
に
よ
っ
て
早
期
に
補
修
補
強
を
行
え

ば
、損
傷
の
拡
大
を
防
ぎ
、維
持
管
理
に
要
す

る
経
費
を
抑
え
、橋
梁
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

が
で
き
、安
全
性
に
貢
献
す
る
。こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
平
成
20
年・21
年
に
５
４
１
橋
の
調
査

を
実
施
し
た
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　

市
管
理
の
橋
梁
は
５

４
１
橋
あ
り
、う
ち
建
設
後
50
年
を
経
過
す
る

高
齢
化
橋
梁
が
32
橋
で
全
体
の
６
％
、架
設
年

度
の
記
録
の
な
い
も
の
が
全
体
の
43
％
で
老
朽

化
に
よ
る
安
全
性
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。平

成
20
年・21
年
に
実
施
し
た
長
崎
県
策
定
の
橋

梁
点
検
マ
ニュ
ア
ル
に
基
づ
く
点
検
の
結
果
、早

期
維
持
修
繕
が
必
要
な
橋
14
、架
け
替
え
検

討
が
１
橋
で
あ
っ
た
が
、架
け
替
え
検
討
の
橋

は
既
に
架
け
替
え
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。今

後
は
、定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、必
要
に
応

じ
て
計
画
見
直
し・予
算
の
平
準
化
を
図
り
管

理
を
し
て
い
く
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
農
道
に
係
る
橋

梁
は
37
橋
あ
り
、う
ち
広
域
農
道
の
33
橋
が
県

に
て
耐
震
対
策
工
事
が
実
施
中
で
あ
る
。他
の

４
橋
は
耐

震
構
造
設

計
が
さ
れ

て
お
り
、

現
状
で
は

点
検
調
査

は
実
施
し

て
い
な
い
。

坂
本
議
員　
随
意
契
約
の
見
積
も
り
結
果
の

公
表
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

畑
中
総
務
部
長　
現
在
、規
則
に
基
づ
き
公
共

工
事
の
発
注
見
通
し
、入
札
予
定
及
び
入
札
結

果
の
公
表
は
実
施
し
て
い
る
が
、随
意
契
約
は

そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。今
後
、予
算
の
執

行
過
程
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、公
表
す

る
範
囲
や
方
法
等
の
検
討
を
行
い
、平
成
24
年

度
か
ら
随
意
契
約
の
結
果
公
表
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
む
。

小
田
議
員  

小
浜
消
防
署
か
ら
南
串
山
町
小

津
波
見
バ
ス
停
ま
で
15
㎞
程
、愛
野
分
署
か
ら

は
30
㎞
を
超
え
る
。患
者
を
一分
で
も
早
く
病

院
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
救
急
車
の
使
命
で
あ

る
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。住
民
は
不
安
で
あ

る
。５
年
前
か
ら
議
会
で
論
議
に
な
っ
て
い
る

の
に
何
を
し
て
い
る
の
か
。愛
野
分
署
だ
け
に

救
急
車
が
２
台
あ
る
。そ
の
１
台
を
南
串
山

総
合
支
所
に
配
置
し
、消
防
署
退
職
者
を
雇

え
ば
、す
ぐ
に
で
も
運
営
で
き
る
。

奥
村
市
長　

県
央
広
域
圏
、島
原
広
域
圏
に

議
会
の
こ
と
を
伝
え
、要
望
書
も
提
出
し
て
い

る
。南
串
山
の
人
員
配
置
、大
村
市
の
件
も
含

め
協
議
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。早
い
う
ち
に

結
論
を
得
た
い
。も
う
し
ば
ら
く
、待
っ
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

小
田
議
員　

合
併

後
吾
妻
１
回
、国
見

１
回
、小
浜
４
回
開

催
さ
れ
た
。７
町
を

巡
回
し
て
開
催
す
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
思
う
が
。

奥
村
市
長　

消
防

団
の
幹
部
会
議
で
小

浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。私
が
命
令
的
に
す
る
の
で
は
な
く
分
団
、

支
団
長
の
方
々
の
意
見
を
尊
重
す
べ
き
と
思

う
。

小
田
議
員　
出
初
式
は
団
員
の
晴
れ
姿
を
各

地
域
で
見
て
も
ら
う
こ
と
で
団
員
の
意
識
、地

域
の
皆
さ
ん
の
意
識
、関
心
も
高
ま
り
、理
解

や
協
力
も
厚
く
な
る
。市
の
方
針
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

小
田
議
員　
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以

来
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
促
進
す
る
目

的
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が

成
立
し
た
が
、市
の
対
応
は
。

菅
市
民
生
活
部
長　
太
陽
光
発
電
施
設
の
補

助
制
度
を
本
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

奥
村
市
長　
市
内
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
小
浜

温
泉
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
研
究
し
て
お
り
、有
効
な

も
の
に
は
協
力
し
た
い
。
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おだ　　　　こうめい　　
国見町　

小田　孝明議員

さかもと　　　ひろき　
国見町　

坂本　弘樹議員

橋
梁
の
維
持・管
理
は

南
串
山
総
合
支
所
に

　
　
　
　
　

救
急
車
の
配
置
を

温
泉
を
発
電
に

随
意
契
約
の
結
果
公
表
は

消
防
出
初
式
は

　
　
　
　
７
町
巡
回
で

小浜消防署愛野分署
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奥村市政のここが聞きたい

酒
井
議
員
　
吾
妻
に
増
築
方
針
決
定
に
際

し
、熟
慮
さ
れ
た
内
容
は
。

奥
村
市
長
　
今
後
の
市
財
政
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
の
問
題
を
考
慮
し
た
。

酒
井
議
員
　
市
民
懇
話
会
の
、新
庁
舎
建
設

は
行
わ
ず
、遊
休
施
設
の
有
効
活
用
や
機
構

改
革
な
ど
最
大
限
の
創
意
工
夫
に
よ
り
対
応

さ
れ
た
い
と
い
う
答
申
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
て
い
る
の
か
。

奥
村
市
長
　
庁
舎
建
設
は
行
わ
な
い
と
い
う

答
申
を
最
大
限
重
要
視
し
、最
低
限
の
増
改
築

に
と
ど
め
る
。

酒
井
議
員
　
地
方
自
治
法
の
事
務
所
の
位
置

規
定
に
沿
う
場
所
は
、愛
野
と
思
う
か
、吾
妻

と
思
う
か
。

奥
村
市
長
　
愛
野
だ
と
思
う
。

酒
井
議
員
　
庁
舎
建
設
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
検
討
の
過
程
で
、新
庁
舎
に
負
担
可
能
な

費
用
を
庁
舎
整
備
基
金
の
積
立
見
込
み
額
を

適
当
な
額
と
さ
れ
て
い
る
が
、市
長
の
考
え

は
。

奥
村
市
長
　
金
額
よ
り
も
、よ
り
切
り
詰
め
た

形
で
庁
舎
を
最
低
必
要
な
も
の
に
抑
え
る
こ
と

を
考
え
た
。

酒
井
議
員
　一例
と
し
て
、現
在
の
吾
妻
庁
舎

の
延
床
面
積
が
２
８
６
０
㎡
な
の
に
、ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
愛
野
に
小
規
模
な
庁
舎
建

設
の
設
定
で
の
建
設
規
模
は
、床
面
積
６
８

４
０
㎡
で
、小
規
模
庁
舎
と
し
な
が
ら
、現
吾

妻
庁
舎
の
２・４
倍
、建
設
の
㎡
単
価
も
、実

際
の
単
価
の
１・５
倍
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、建
設
費
が
膨
大
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

も
っ
と
現
実
的
な
建
設
費
で
検
討
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

奥
村
市
長
　
平
均
的
な
庁
舎
を
モ
デ
ル
と
し

て
の
試
算
で
あ
り
、そ
の
金
額
は
基
本
と
し
て

い
な
い
。

酒
井
議
員
　
庁
舎
の
位
置
の
決
定
に
は
、各

総
合
支
所
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
慮
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

奥
村
市
長
　
今
回
は
、各
総
合
支
所
に
つ
い
て

は
考
慮
せ
ず
、本
庁
舎
に
つ
い
て
だ
け
、愛
野
と

吾
妻
と
比
較
し
決
定
し
た
。総
合
支
所
に
つ
い

て
は
、今
後
考
え
て
い
く
。

酒
井
議
員
　
愛
野
に
庁
舎
を
建
設
し
た
方

が
、雲
仙
市
の
将
来
に
い
い
と
考
え
る
が
、市

長
は
、吾
妻
に
庁
舎
を
増
築
し
、ど
う
い
っ
た

将
来
展
望
を
み
て
い
る
の
か
。

奥
村
市
長
　
愛
野
は
今
後
交
流
地
点
と
し
て

新
た
な
可
能
性
が
開
け
て
く
る
と
思
う
が
、

行
政
の
本
部
は
、少
な
い
投
資
で
済
む
吾
妻
で

い
い
と
考
え
て
い
る
。

酒
井
議
員
　
新
庁
舎
建
設
は
雲
仙
市
に
と
っ

て
、１
０
０
年
の
大
計
と
な
る
事
業
で
あ
り
、

方
針
の
再
考
を
市
長
に
求
め
る
。

柴
田
議
員
　
本
年
の
議
会
で
、吾
妻
庁
舎
に

増
築
整
備
す
る
方
針
を
示
さ
れ
た
が
、な
ぜ

愛
野
に
小
規
模
庁
舎
を
造
る
の
が
だ
め
か
。

再
重
要
課
題
で
あ
る
本
庁
舎
の
位
置
の
協
定

を
、そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
変
え
る
の
か
、そ
の
重

さ
を
ど
う
思
う
の
か
。合
併
時
の
試
算
で
は
、

２
５
０
人
、７
６
０
０　
で
、26
億
円
だ
っ
た
。

こ
れ
を
全
く
無
視
し
た
数
字
を
市
民
懇
話
会

な
ど
へ
示
さ
れ
た
。一人
当
た
り
40 

で
、　

単

価
が
33
万
円
余
の
根
拠
は
何
か
。４
０
０
０ 

　

の
建
物
と
駐
車
場
等
が
必
要
で
、吾
妻
の

現
在
の
６
反
５
畝
の
土
地
に
は
無
理
だ
。住
民

説
明
会
で
出
す
数
字
は
、具
体
的
に
示
す
べ
き

だ
。

奥
村
市
長
　
今
後
、庁
舎
の
整
備
方
針
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。愛
野
が
ダ
メ
と
決
定
し

た
訳
で
は
な
い
。

柴
田
議
員
　
諫
早
市
役
所
別
館
は
22
万
円

で
、一人
当
た
り
30 

で
あ
る
。こ
の
単
価
を
参

考
に
し
て
、国
の
基
準
値一人
27 

で
造
れ
ば
、

市
の
試
算
の
半
額
以
下
で
出
来
る
は
ず
だ
。

坪
単
価
１
０
０
万
円
と
は
、役
所
で
は
な
く
御

殿
で
は
な
い
か
。

柴
田
議
員
　
市
庁
舎
の
年
間
電
力
は
約
１
４

１
万　

で
、
を
５
２
０
t
出
し
て
い
る
。

L
E
D
を
使
え
ば
年
間
電
力
が
半
分
に
で
き

る
。ま
た
、市
内
の
小
学
校
７
ヵ
所
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
し
て
い
る
が
、売
電
の
設
備
が
な

い
。売
電
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、節
電
効
果
及

び
経
済
効
果
が
出
る
と
思
う
。市
の
考
え
は
。

奥
村
市
長
　
L
E
D
の
導
入
と
市
内
小
学
校

の
太
陽
光
発
電
の
売
電
に
つい
て
は
、今
後
研
究

し
た
い
。

しばた　　　やすのぶ　　
愛野町　

柴田　安宣議員

さかい　　　きょうじ　　
南串山町　

酒井　恭二議員

庁
舎
建
設
方
針
を
問
う

庁
舎
建
設
の
今
後
は

庁
舎
節
電
対
策
は

Kw

CO2

m2

m2

m2

m2

m2

m2



深
堀
議
員　
管
内
の一級・二
級
河
川
で
は
、豪

雨
時
、自
治
会
や
集
落
住
民
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
自
然
護
岸
箇
所

が
あ
る
。ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
老
朽

化
が
心
配
さ
れ
る
が
、耐
用
年
数
を
含
む
把

握
状
況
と
改
良・改
修
の
整
備
計
画
等
の
県
と

の
協
議
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

奥
村
市
長　
市
内
で
県
が
管
理
す
る
河
川
は
、

既
に
改
修
さ
れ
た
河
川
や
未
改
修
で
石
積
み
の

護
岸
及
び
自
然
護
岸
の
河
川
が
あ
る
。整
備
の

状
況
に
つ
い
て
は
、既
に
50
年
近
く
経
過
し
た

河
川
も
多
く
、河
川
護
岸
の
劣
化
に
よ
る
亀
裂

や
根
の
洗
堀
等
に
よ
る
崩
壊
な
ど
、被
害
が
懸

念
さ
れ
る
。そ
の
様
な
中
、県
で
は
河
川
を
総

合
流
域
防
災
事
業
等
に
よ
り
、整
備
を
推
進
し

て
い
る
が
、今
後
と
も
、住
民
が
安
心
安
全
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
、未
整
備
の
河
川
や
危
険
個

所
に
つい
て
は
、県
へ
働
き
か
け
る
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　
緊
急
を
要
す
る
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
、優
先
的
に
整
備
し
た
い
と
の

事
で
あ
る
。

深
堀
議
員　

市
立
八
斗
木
小
学
校
前
は
、市

道
と
自
然
護
岸
の
河
川
が
並
行
し
て
い
る
。

万
が
一の
時
、避
難
箇
所
が
そ
の
小
学
校
で
あ

る
。

深
堀
議
員　
た
め
池(

堤)

の
維
持
管
理
の
状

況
、構
造
や
安
全
性
対
策
は
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　

全
て
の
た
め
池

に
お
い
て
台
帳
を
整
備
し
、管
理
を
し
て
い
る
。

台
帳
の
内
容
は
、築
造
時
期
、流
域
面
積
、灌
漑

面
積
、下
流
域
の
人
家
数
、耕
地
面
積
、そ
の

他
、地
震
時
の
緊
急
調
査
対
象
の
有
無
を
含
め

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、想
定
外
の
雨
量

で
た
め
池
が
決
壊
し
な
い
よ
う
万
全
の
体
制
で

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

深
堀
議
員　

緊
急
時
、避
難
場
所(

小
中
学

校)

へ
活
用
す
る
道
路
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

菅
市
民
生
活
部
長　

今
後
、自
主
防
災
組
織

に
よ
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
、市
道
の
冠
水
や

崩
落
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
の
想
定
の
も
と
、避

難
所
ま
で
の
複
数
の
ル
ー
ト
を
確
認
、点
検
し

て
い
た
だ
き
、危
険
が
あ
る
よ
う
な
場
所
に
つ
い

て
は
、逐
次
報
告
を
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、複
数
の
ル
ー
ト
が
確
保
で
き
な
い
特
殊

な
地
区
に
つ
い
て
は
、担
当
課
と
協
議
検
討
を

予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

教
育
環
境
の
充
実
を

福
田
議
員　
民
主
党
の
公
約
で
あ
る
子
ど
も

手
当
が
早
く
も
崩
壊
し
、新
し
い
子
ど
も
手

当
制
度
に
変
更
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。財
源

の
裏
づ
け
の
な
い
公
約
を
信
じ
た
国
民
は
騙

ま
し
討
ち
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、「
子
ど

も
手
当
特
別
措
置
法
」の
概
要
は
。

奥
村
市
長　
平
成
24
年
度
に「
子
ど
も
手
当
」

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、平
成
23
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
半
年
間

に
於
け
る
子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法
と
し
て

の
支
給
を
行
う
も
の
で
、現
行
で
は
中
学
校
卒

業
ま
で一
件
１
万
３
千
円
の
支
給
と
な
っ
て
い
る

が
、今
回
の
特
別
措
置
法
に
お
い
て
は
０
歳
か

ら
３
歳
児
ま
で
は一律
１
万
５
千
円
、３
歳
か
ら

小
学
校
終
了
ま
で
が
第
１
子
、２
子
に
お
い
て

１
万
円
、第
３
子
以
降
が
１
万
５
千
円
、中
学

生
が
１
万
円
と
な
って
い
る
。

福
田
議
員　
平
成
24
年
度
以
降
は
ど
う
な
る

の
か
。

酒
井
市
民
福
祉
部
長　

詳
細
に
つ
い
て
は
わ

か
って
い
な
い
。

福
田
議
員　

我
が
国
の
難
問
は
、少
子
高
齢

化
で
あ
る
が
、高
齢
化
は
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。し
か
し
、少
子
化
は
止
め
る
こ
と
が
で

き
、こ
の
制
度
を
、児
童
手
当
で
は
な
く「
少

子
化
対
策
手
当
」と
変
更
す
る
こ
と
を
進
言

す
る
。

福
田
議
員　

条
例
改
正
を
し
、吾
妻
を
本
庁

舎
の
位
置
と
す
る
増
築
案
が
提
示
さ
れ
て
い

る
が
、こ
れ
か
ら
職
員
も
減
る
し
議
員
も
減

る
。今
現
在
、千
々
石
庁
舎
３
階
も
空
い
て
い

る
し
小
浜
庁
舎
２
階
、３
階
も
空
い
て
い
る
。

今
後
は
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る
国
見
庁
舎

の
建
て
替
え
や
10
年
後
は
、瑞
穂
庁
舎
、愛
野

庁
舎
も
耐
用
年
数
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
、各
町
総
合
支
所
庁
舎
と
そ
の
機
能
を
見

直
し
、有
効
活
用
を
図
れ
ば
吾
妻
庁
舎
増
築

は
不
要
と
考
え
る
が
。

奥
村
市
長　
市
役
所
の
４
７
０
０
ぐ
ら
い
の
事

務
事
業
を
ど
う
集
約
化
す
れ
ば
効
率
的
に
動

け
る
の
か
検
討
し
て
お
り
、そ
の
分
は
理
解
し

て
ほ
し
い
。

福
田
議
員　
新
し

い
箱
物
を
建
設
す

る
必
要
は
な
く
、

創
意
工
夫
で
、各

総
合
支
所
の
有
効

利
用
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
。
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ふかほり　　　よしあき　　
国見町　

深堀　善彰議員

ふくだ　　　だいとう　
小浜町　

福田　大東議員

河
川
の
維
持
管
理
は

溜
め
池（
堤
）の
維
持
管
理
は

災
害
発
生
時
の

　
　
　
避
難
道
路
の
確
保
は

子
ど
も
手
当
の
行
方
は

ど
う
な
る
本
庁
舎
建
設
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奥村市政のここが聞きたい

元
村
議
員
　
合
併
協
議
会
の
協
定
書
で
は
愛

野
町
へ
新
庁
舎
を
建
設
す
る
と
な
っ
て
い
た

が
、市
長
は
、本
年
第一回
定
例
会
の
施
政
方
針

の
中
で
、吾
妻
庁
舎
に
増
築
し
て
本
庁
と
し
て

整
備
し
、本
庁
と
す
る
場
合
、雲
仙
市
の
事
務

所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
改
正
が
必
要
と

な
る
と
発
言
さ
れ
た
。市
長
が
こ
の
よ
う
な
判

断
を
す
る
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。こ
の

よ
う
な
選
択
に
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
市
の
将

来
の
財
政
見
通
し
の
厳
し
さ
に
あ
っ
た
と
思

う
。市
の
長
期
財
政
見
通
し
は
庁
舎
整
備
を
行

わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
平
成
29
年
度
以
降
は

財
源
不
足
が
生
じ
、そ
の
額
は
年
々
増
大
し
て

い
く
結
果
と
な
っ
て
お
り
、さ
ら
に
合
併
特
例

期
間
の
終
了
後
に
は
、地
方
交
付
税
が
約
40
億

円
確
実
に
減
少
し
、予
算
総
額
に
し
て
90
億
円

か
ら
１
０
０
億
円
の
縮
少
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
時
に
、小
規
模

で
あ
っ
て
も
庁
舎
を
建
て
る
必
要
が
あ
る
の

か
。合
併
特
例
債
を
活
用
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
も
借
金
で
あ
る
。今
後
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
に
あ
っ
て
も
、大
事
な
こ
と
は
市
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。現
在
、庁
舎
整

備
基
金
の
積
立
額
が
５
億
円
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
さ
ら
に
継
続
し
、新
庁
舎
建
設
が
後
に

な
っ
た
と
し
て
も
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。各
庁
舎
間
の
連
絡
体
制
の
強
化
や
支
所
機

能
の
充
実
、千
々
石
庁
舎
の
３
階
や
小
浜
庁
舎

２
階
３
階
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
な
ど

検
討
す
べ
き
だ
と
思
う
。

  

市
民
は
庁
舎
建
設
を
望
ん
で
は
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。合
併
協
議
会
の
最
重
要

案
件
の
変
更
で
あ
り
、市
民
に
各
町
単
位
で
説

明
会
を
開
き
、十
分
に
意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ

る
。

奥
村
市
長
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
関
す
る

協
定
項
目
は
、合
併
の
是
非
を
左
右
す
る
よ
う

な
重
大
な
調
整
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。就
任
以
来
、合
併
協
定
を
尊
重
す
る
旨
答

弁
し
て
き
た
が
、市
の
現
在
、そ
し
て
将
来
の
行

財
政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
判
断
し
た
。今
後
、説
明
会
を

開
き
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

もとむら　　やすかず　　
小浜町　

元村　康一議員

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
慎
重
な
対
応
を

　平成23年6月15日に東京で開催された全国
市議会議長会第87回定期総会において、永年
にわたり地方自治の発展と振興に貢献した功
績により、雲仙市議会より３名の議員が表彰を
受け、今定例会の開会日に議場において表彰
状の伝達が行われました。

　　○岩永基和議員（議員10年以上）
　　○井上武久議員（議員10年以上）
　　○町田　誠議員（議員10年以上）

※勤続年数については、町議会議員の年数を
2分の1加算されています。

全国市議会議長会表彰

（写真左：岩永基和議員　写真中央：井上武久議員　写真右：町田誠議員）
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委員会行政調査報告委員会行政調査報告委員会行政調査報告

霧島市姉妹都市締結５周年記念式典

大分市議会 岩手県陸前高田市

　平成23年８月23日～24日、広報編集特別委員会は

行政調査を実施した。大分市は議会だよりにおいて、

中核市議会議長会議会報コンクールで最優秀賞を受

賞しており、市民の意見を受け入れ、また外部の専門

家を交え見直しに着手されていた。

　熊本県菊池市では、広報委員４名で奮闘され、議

会だよりの表紙は市民からの募集により人間の表情

があるものを選んであった。市民に読んでいただく広

報紙を目標に、文字数を少なくし、写真・イラストを入れ、

見やすいものができていた。今回の研修で学んだ点の

うち、一般質問の項を３段書から２段書へ変更し、議

会用語解説欄を設けました。

　産業建設委員会は、７月26日から28日まで東日本大
震災の被災地である岩手県花巻市及び陸前高田市
を視察した。
　26日は花巻市で観光行政について研修。ここは宮
沢賢治の生誕の地であり、彫刻家で詩人の高村光太
郎が一時期を過ごした地でもある。市はこういう人的
な資源と合わせて花巻温泉郷県立公園など14もの温
泉郷を活かして観光振興に力を入れており、年間250
万人もの観光客が訪れている。九州にはない自然や
文化には大きな魅力を感じた。
　27日は震災で大きな被害を受けた陸前高田市を視
察。副議長と議員、地元の方の３人に案内してもらっ
た。市は海辺に面した平地に広がっており、街全体が
大津波に襲われ残っているのは市役所など鉄筋コン
クリート製の建物の残骸だけであった。あまりの被害の
大きさに参加者一同声も出ないような光景であった。
津波は河川をさかのぼり、13kmも上流で発見された
人もあったそうだ。防災対策は雲仙市でも避けて通れ
ない大事な課題であると痛感した。

　10月１日、鹿児島県霧島市において両市の観光姉妹都市
盟約締結５周年記念式典が行われ、雲仙市議会からも議
長をはじめ産業建設常任委員や他常任委員会委員長など
15名が参加しました。
　両市の関係は、旧小浜町と旧牧園町が1969年に姉妹町
として交流を始め雲仙市が引き継いだもので、42年になりま
す。
　霧島市は１市５町が合併してできた人口約12万人、鹿児
島県第二の都市です。霧島国立公園を持つ一方で、京セラ
やソニーという日本を代表する企業の工場や大学もありま
す。

議会広報編集特別委員会 産業建設常任委員会
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平成23年第4回雲仙市議会
定例会会期予定

会期11月30日（水）～12月21日（水）（22日間）

26

11

1

26

11月30日

12月１日

12月11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

２日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

議案質疑、委員会付託

委員会予備日

　

雲
仙
市
議
会
改
選
後
、間
も
な
く
２
年
が
過

ぎ
、広
報
委
員
と
し
て
９
回
目
の
議
会
だ
よ
り
を

編
集
致
し
ま
し
た
。

　

２
年
間
の
成
果
と
し
て
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は

「
よ
り
見
や
す
い
紙
面
」と
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、

議
員
の一般
質
問
の
編
集
ペ
ー
ジ
を
６
段
記
述
を
４

段
記
述
に
し
、文
字
を
大
き
く
か
つ
字
数
を
少
な

く
し
て
い
ま
す
。ま
た
議
会
用
語
解
説
に
つ
い
て
の

紙
面
を
設
け
、市
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、よ
り
近
い
議
会
と
し
て
、市

議
会
だ
よ
り
が
あ
り
、手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
に
、目
に
入
って
く
る「
た
よ
り
」を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
工

夫
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
田
哲
幸
）

※この日程は予定であり、市政一般質問者数などにより変わることもあります。

水

木

金

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

土

日

議案調査日（全員協議会）

議案調査日（全員協議会） 付託案件審査
（文教厚生常任委員会）
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